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対
馬
市
で
は
、
心
臓
突
然
死
に
対
す
る
救
命
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
の
た
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
市
役
所
を
は
じ
め
、
他
の
公
共
施
設
な
ど
合
計
９
カ
所
に
設
置
し

ま
し
た
。�

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
正
常
に
戻
し
、
回
復
さ
せ

る
医
療
機
器
で
す
。
心
停
止
の
多
く
は
心
室
細
動
（
心
臓
の
筋
肉
の
け
い
れ
ん
）
が
原
因
と
考
え

ら
れ
、
心
室
細
動
に
な
る
と
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
、
血
液
を
全
身
に
送
り
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傷
病
者
に
対
し
て
の
応
急
手
当
と
し
て
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
加
え
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
が
一
般
市
民
に
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
速
や
か
な
救
命
処
置
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
の
知
識
を
学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
救
急
医
療
週
間
（
９
月
６
〜
12

日
）
に
合
わ
せ
、
救
急
医
療
と
救

急
業
務
に
対
す
る
住
民
の
理
解
と

知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
対

馬
市
消
防
本
部
に
よ
る
救
急
車
出

場
訓
練
が
９
月
10
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
一
日
救
急
隊
長
に

（
株
）
新
出
光
厳
原
支
店
の
村
岡

準
一
さ
ん
（
47
）
が
、
一
日
指
令

室
長
に
は
同
店
の
村
田
和
久
さ
ん

（
41
）
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、

交
通
事
故
が
発
生
し
け
が
人
が
で

た
と
の
想
定
で
、
通
報
を
受
け
て

か
ら
救
急
車
出
場
、
患
者
を
対
馬

い
づ
は
ら
病
院
へ
搬
送
す
る
ま
で

の
一
連
の
行
程
が
、
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
の
中
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
対
馬
市
消
防
本
部
の
発
表
に
よ

る
と
、
平
成
18
年
中
、
対
馬
市
の

救
急
出
場
件
数
は
1
3
6
2
件
で
、

一
日
平
均
約
４
件
。
全
搬
送
人
員

の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占

め
る
割
合
は
54
・
8
％
で
し
た
。

　
ま
た
、
救
急
車
要
請
か
ら
現
場

到
着
ま
で
の
平
均
所
要
時
間
は
、

約
9.6
分
で
、
同
じ
く
救
急
車
要
請

か
ら
医
療
機
関
へ
収
容
す
る
ま
で

の
平
均
所
要
時
間
は
、
約
37
・
5

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
対
馬
市
消
防
本
部
に
は

救
急
救
命
士
20
名
を
含
む
73
名
の

職
員
が
救
急
隊
員
の
資
格
を
有
し

て
お
り
、
救
急
自
動
車
は
７
台
を

保
有
し
て
い
ま
す
。

通信指令室で機器の説明を受ける�

　　　　　一日救急隊長・指令室長の２人�

一日救急隊長・指令室長を任命し
救急車出場訓練

ＡＥＤの設置場所（９ヵ所）�

対馬市役所本庁（本館２階南福祉保健センター）
　　美津島支所（１階住民生活課）�
　　豊 玉 支 所（１階ロビー）�
　　峰　支　所（１階ロビー）�
　　上 県 支 所（１階北福祉保健センター）�
　　上対馬支所（１階住民生活課）�

対馬市交流センター（１階管理室）�
厳原港ターミナル（１階発券所）�
比田勝港ターミナル（１階発券所）�

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
、

　
　
市
役
所
な
ど
公
共
施
設
９
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
　

　　［問い合わせ］対馬市健康推進課　☎0920(58)1116

今回配備されたAED（上）と豊玉支所１階ロビーの設置箇所（矢印のところ）�



　韓国釜山市の釜慶大学校の学生20名が、８月24日か
らの３日間、対馬でホームステイしました。
　同大学によるホームステイは今回で６回目。厳原、
美津島の有志でつくる「つしまハッピーステイの会」
が受け入れました。
　学生たちは２人ずつ10家庭に宿泊して日本の生活文
化にふれ、ホストファミリーらと親しい交流を行いました。
　滞在中ホストファミリーから対馬各地を案内しても
らったという日本語日文学科２年のキム　スミさん（19）
は、「対馬はいくところすべて自然が美しかったです。
ホストファミリーと花火を楽しんだことが一番印象に
残っています。きれいな浴衣も着ました。ぜひまた対
馬に来たいです」と話し、心から交流を楽しんだ様子
でした。

　５月31日に鹿児島県から沖縄県に向けて出港し、その後行方
不明となった漁船「大丸」（乗組員３名）の捜索に協力したと
して、９月21日、対馬無線漁業協同組合対馬漁業用海岸局に第
十一管区海上保安本部長から感謝状が贈られました。
　対馬漁業用海岸局は、燃料切れで漂流中の漁船が発信する途
切れ途切れの救難通報を傍受し、その内容を海上保安庁へ情報
提供したことで、早期発見と乗務員の救助につながったもので
す。これにより「大丸」は、捜索開始から３日後の６月４日に
無事発見され、乗組員全員が救助されました。
　同海岸局は、対馬地区の漁業者に市況や天気予報などの様々
な情報を提供するために、５名の職員で交代しながら年中無休、
24時間体制で運営されています。
　なお、全国には同様の無線局が約600局あるそうです
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今
回
の
研
究
会
で
は
、
「
一
人

で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
頃
市
内
で

救
急
医
療
に
携
わ
る
関
係
者
が
、

対
馬
の
救
急
医
療
の
現
状
に
つ
い

て
発
表
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
研
究
会
で
は
、
出
席
者
が
「
対

馬
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
現

状
」
や
「
対
馬
市
の
救
急
搬
送
の

現
状
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
こ

の
中
で
、
昨
年
12
月
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
た
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
従
来
の
自

衛
隊
ヘ
リ
と
比
較
し
手
続
き
が
簡

略
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
搬
送
要

請
か
ら
出
動
ま
で
に
か
か
る
時
間

が
約
６
分
と
、
大
幅
に
時
間
短
縮

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
医
療

設
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
等
で
患

者
の
容
体
の
急
変
に
も
対
応
で
き

る
反
面
、
夜
間
飛
行
が
で
き
な
い

こ
と
や
搬
送
先
が
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
に
限
ら
れ
る
な
ど
の
マ
イ
ナ

ス
面
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
４
月
か
ら
島
内
の

住
民
に
対
し
救
命
処
置
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
る
対
馬
一
次
救
命

処
置
（
B
L
S
）
普
及
会
が
活
動

状
況
に
つ
い
て
発
表
し
、
現
在
ま

で
に
同
会
が
実
施
し
た
一
次
救
命

処
置
講
習
に
島
内
の
1
4
0
0
名

余
り
が
受
講
し
た
こ
と
を
報
告
。

し
か
し
、
こ
の
数
は
島
内
人
口
の

４
％
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
普
及
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　救急医療週間(9月6日～12日）にちなみ、
対馬市医師会、対馬保健所、対馬市消防本
部主催による平成19年度対馬救急医療研
究会が、９月８日、対馬市交流センターで
開催されました。�

釜慶大の学生20名
　　ホームステイで対馬を楽しむ

感謝状を手にする対馬無線漁業協同組合の�
中島隆三組合長（中央）�

漂流漁船の捜索に協力　海上保安本部より表彰　
　　　　　対馬無線漁業協同組合対馬漁業用海岸局�

�

救急医療の現状に
　　　　　ついて意見交換
平成19年度　対馬救急医療研究会�

プギョン
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　平成９年に開設され、ヤマネコセンターの愛称で親しま
れている上県町佐護の対馬野生生物保護センターで９月２
日、開設10周年を記念する「ありがとうヤマネコ10周年
感謝の集い」が開かれました。
　午前10時から開かれた式典では、開会行事に続き同セ
ンターの運営や発展、野生生物保護思想の普及等に功労が
あった２団体と27個人に環境省から感謝状が贈られました。
　続いてツシマヤマネコ保護活動の紹介として、同センタ
ーの10年間の歩みと、ボランティアでヤマネコの保護活
動を行っているツシマヤマネコ応援団、ＮＰＯ法人どうぶ
つたちの病院の取り組み等が発表されました。
　その後、記念講演としてテレビコマーシャル等でおなじ
みの生物生態写真家栗林慧さんが「身近な命を撮る」と題
し講演。昆虫をクローズアップして撮影するなど特徴のあ
る作品の撮影方法などについて話しました。

　８月26日、対馬市消防団美津島地区夏期訓練ソフトボー
ル大会が開催されました。
　美津島地区消防団の団結と分団相互の連携、親睦を図るた
めに毎年実施されているもので、今年は24分団、358名の団
員が参加しました。
　　知中学校グランドでの開会式の後、３会場に分かれて試
合が行われました。猛暑の中でしたが、消防団員らしくきび
きびしたプレーで熱戦が繰り広げられ、美津島第３分団（賀
谷）が見事優勝を勝ち取りました。

　
香
川
県
出
身
の
桂
こ
け

枝
さ
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き

先
天
性
股
関
節
脱
臼
と
い

う
病
気
の
た
め
、
右
足
を

ひ
き
ず
り
な
が
ら
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
は
、
そ
の
こ

と
で
よ
く
い
じ
め
ら
れ
、

不
登
校
に
も
な
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
仲
の
良

い
友
達
と
の
会
話
に
よ
っ

て
勇
気
と
自
信
が
つ
い
て

不
登
校
か
ら
立
ち
直
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
の
様
々
な
体
験

を
基
に
、
差
別
の
愚
か
さ

や
人
権
の
尊
さ
、
健
康
・

福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、
笑

い
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
講
演
会
は
、
前
半
の
講

演
と
後
半
の
落
語
の
二
部

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

○
日
時

・
11
月
24
日
（
土
）

・
開
場
　
午
後
１
時
30
分

・
開
演
　
午
後
２
時

○
会
場
　
対
馬
市
公
会
堂

○
入
場
　
無
料

開設10周年を祝い記念式典を開催
　　　　　　対馬野生生物保護センター

美津島地区消防団夏期訓練

シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その④

桂　こけ枝さん�

人
権
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ�

11
月
24
日
（
土
）
、
対
馬
市
公
会
堂
（
豊
玉
町
仁
位
）
で
、

落
語
家
の
桂
こ
け
枝
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

じんけんばなし�し�

かつら　　　　　　　し

こけ枝の　ほのぼの人権噺�こけ枝の　ほのぼの人権噺�

講演する栗林慧さん�

功労者表彰の様子�

さとし


